
　上智大学国際協力人材育成センター（SHRIC）は、2015年7月の創設より、国際協力の分野で活躍できるグローバル人材の育成を目標とし、
精力的な活動を続けています。またセンターの活動は、本学の学生のみならず一般の皆さまにも公開しています。最近では高校生も多く参加して
います。 2024年度はオンライン、ハイフレックス、対面と柔軟にイベントを実施しました。多様な実施方法によりイベントや講座では、東京近
郊以遠の地域や海外からも多くの方に参加いただきました。本学恒例の「アフリカWeeks」（5月）や「国連Weeks」（6月・10月）は、主にハイフレッ
クス形式にて開催され、当センターも世界が直面するグローバル課題としてSDGs、人道支援、気候変動、さらに紛争と人権の保護、平和構築な
ど多岐にわたる分野のイベントを企画、実施しました。その他では、当センター主催の「国際機関セミナーシリーズ」企画も国際機関や国連職員の方々
の協力を得て実施し、大変好評なセミナーとなっています。
　さらに当センター主催の公開講座、「国際公務員養成コース」と「国際公務員養成英語コース」（春期・秋期）、「緊急人道支援講座」（春期・秋期）、
新たな試みとして、高校生限定の「ソフィア未来塾」も全てオンラインにて開講しました。また、夏期に開講した「実務型国連集中研修」においては、
ニューヨークの国連本部や他の国連機関本部で実施され、国連事務局や国連開発計画（UNDP）、ユニセフ（UNICEF）、国連人口基金（UNFPA）
の人事担当官や現役の職員などが講義を行いました。これらすべての講座を合わせて日本国内、海外から1,200名を超える受講者がありました。
　センターの出版事業「グローバルキャリアのすすめ」第8弾は、「子どもと開発をめぐる旅－ユニセフ職員30年記－」と題し、元ユニセフ
（UNICEF）職員の穂積智夫氏に執筆いただき刊行しました。ユニセフ職員として、30年にわたり各国で活躍された経験が綴られています。
　現在、世界の多極化が進み自国第一主義が台頭する中、紛争の解決や気候変動への対処、持続可能な開発や発展の推進などグローバルな課題解
決に国際協力の必要性はこれまで以上に高く、国際協力分野で活躍できる人材育成が急務です。当センターでは、グローバル人材の育成を通じて
さらに国際社会に貢献できるように尽力しています。
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6月18日　シンポジウム

国連システム学術評議会（ACUNS）会長のフランツ・バウマン氏をお迎
えし、気候変動がどれほど深刻な影響を与えるのかについてデータや具体
例を基に講演いただきました。また、国連児童基金（UNICEF）事務局次
長のキティ・ファン・デル・ハイデン氏は、気候変動の子どもへの深刻な
影響について、元国連経済社会局持続可能な開発部小島嶼国課長の森田
氏は、小島嶼開発途上国が直面する地球温暖化による海面上昇などの自然
災害の影響と対策について発表いただきました。最後に、地球環境学研究
科の黄教授には集中豪雨がもたらす洪水分析について発表いただきました。
(モデレーターは植木所長)

6月18日
「気候変動：
地球規模の課題にどう対処するか」

6月10日　パネルディスカッション

中東和平について3名の専門家を招き、シンポジウムを開催しました。
現NHK解説員の出川氏からは、現在起きている紛争の最新情報や停戦合
意が困難な理由について解説いただきました。次に、防衛大学校総合安
全保障研究科の江崎氏には「パレスチナ問題と中東和平」をテーマに分
析いただき、総合グローバル学部の前嶋教授には、アメリカ政治の視点
から中東問題について論じていただきました。その後、パネルディスカッ
ションでは多くの質問が寄せられ、盛況となりました。
(モデレーターは植木所長)

6月10日
「中東和平を考える」

≪第21回≫

　国連アカデミック・インパクトの参加大学である本学では、「国連の活動を通じて、世界と私たちの未来について一緒に考えるとともにSDGsの促進に寄与するこ
と」をコンセプトにさまざまな企画を実施しており、国際協力人材育成センターもこれまで数多くのシンポジウムや講演会、キャリアセミナーを企画し開催しています。

国連Weeks

シンポジウム・講演会

アドバイザー：
忍足 謙朗氏

コーディネーター：
木村 万里子氏

講座監修：
小松 太郎教授

2024年度の活動

　本講座は、緊急人道支援に取り組むための基礎的知識やスキルを身に付け、その後のキャリアに生かし
てもらうことを目的とし、講義と演習を組み合わせて効果的な学びを得られるように工夫されています。
講座は当センター所員で総合人間科学部教育学科の小松太郎教授が監修し、日本国際ボランティアセン
ター（JVC）の木村万里子氏にコーディネーターをお願いしています。また元国連WFPの忍足謙朗氏には
講義だけではなくアドバイザーとしてもご協力いただいています。その他NGOや国連、ICRC、民間機関
等から経験豊富な講師陣が体系的カリキュラムに沿って講義を行いました。受講者の中には早速緊急人道
支援の仕事に就く方や、受講終了直後に現場に赴く方もおり、講座での学びが役に立っているようです。

オンライン人道支援の基礎知識　　　　　人道支援のスキル秋 期春 期緊急人道支援講座

　本講座は、国際機関などでのキャリア形成を目指す社会人や学生を対象とし、当センターと本学がバンコクに設立した教育事業会社Sophia Global Education & 
Discovery (Sophia GED)との共同で2020年度秋期から開講しました。今年度は、Sophia GED代表取締役の廣里恭史氏が体調不良のため、休講となりました。

オンライン秋 期国際機関実務者養成コース

　いずれの講座も高評価を得ており、受講した方の中からも、国連職員や国際機関に採用された方が出てきており、少しずつですが成果を挙げてきています。

　また、8月にはニューヨークの国連本部や国際機関において5日間の「実務型国連集中研修プログラム」
を開催しました。講義では、国連の現職スタッフや元職員を講師に招き、履歴書の書き方やコンピテン
シー面接などの実践的演習を行いました。実際の現場を身近に感じることができ、将来のキャリアプラ
ンがより具体的になるような効果があります。

夏 期実務型国連集中研修　　　  ニューヨークにて実施

　本年度もオンラインコースとして、国際公務員養成コースは11セッション、国際公務員養成英語コー
スは12セッションを平日の夜間と土曜日を利用して行い、日本国内外より、多くの社会人や学生に参
加いただきました。センター所長の植木安弘教授がコーディネーターを務め、養成コースは、元国連事
務局、ユニセフ、世界銀行などで人事官を務められた方々、外務省の国際機関人事センター室長などを
中心に行い、英語コースは、国連事務局で長年勤務され、英国で英語教員の資格を持つアン＝マリー・
アイバネス先生にお願いしています。

オンライン秋 期春 期

オンライン秋 期春 期

（※講義は英語）

国際公務員養成コース
国際公務員養成英語コース

公開講座

写真：講師左から
アン＝マリー・アイバネス氏、ジョン＝リー・エリクソン氏、
伊藤美保子氏
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　本講座は、高校生を対象に、2024年5月から「ソフィア未来塾」としてオンラインで開講しました。国連やユニセフ、国連難民高等弁務官事務所、国連開発計画、
世界銀行などの現役および元職員と高校生が対話する新しい試みとなりました。
　植木所長がコーディネーターを務め、春学期に5つの講義、秋学期には4つの講義が行われ、全国の高校生から沢山の参加申し込みをいただき大好評の講義と
なりました。多くの学生が世界の諸問題に高い関心を向け、講義終盤には沢山の質問が寄せられました。変わりゆく世界の現状やグローバル社会が直面している
諸問題に対して専門家と共に考える貴重な機会となりました。

ソフィア未来塾 オンライン秋 期春 期



セミナーのチラシ

セミナーのチラシ

第40回10月31日　国際農業開発基金（IFAD）キャリアセミナー　ハイフレックスにて開催
「IFAD・国連でのキャリア形成：世界の食料問題解決に向けて」
“Pursuing a Career at IFAD and the United Nations: Addressing Global Food Security Issues”
共催：国際農業開発基金（IFAD）、上智大学国際関係研究所（SIIR）
10月31日にIFAD（国際農業開発基金）本部より、訪日中の対外連携・資金動員部のドナー国連携ユニット長のフェデリカ・
チェルリ・イレリ氏をお迎えし講演いただきました。また、加藤真理子氏（日本連絡事務所代表）にも一部講演いただき、
インターンシップの学生2名も含めて業務内容や将来の進路についてお話いただきました。
（モデレーターは植木所長）

国際機関セミナーシリーズ
　さまざまな国際機関と共同で、各機関をより身近に感じ理解してもらうことを目的にキャリアセミナーを企画しています。

第39回 6月6日　欧州復興開発銀行（EBRD）キャリアセミナー　対面にて開催
「EBRDの活動と地経学の時代」“EBRD in An Age of Geoeconomics”
共催：欧州復興開発銀行（EBRD）、上智大学国際関係研究所（SIIR）
国際関係研究所所長の安野教授の司会（オンライン）から始まり、大矢伸氏（欧州復興開発銀行東京事務所長）に「地経学
の時代」をテーマにご登壇いただきました。続いて、小口一彦氏（事務局長）には仕事概要とキャリアパスについて紹介い
ただき、田中孝学氏（事業開発担当プリンシパル）には、実務内容やフィールドでのご経験をお話いただきました。
（モデレーターは植木所長）

キャリアイベント
10月24日　シンポジウムのチラシ

10月18日　オンラインでの
フランツ・バウマン博士による基調講演

10月17日　シンポジウムのチラシ

【協  力】
国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）
国連児童基金（UNICEF）
国連世界食糧計画（WFP）
緊急人道支援学会

冒頭、国連デーに合わせてグテーレス事務総長のビデオメッセージ
を国連広報センターの根本かおる所長に紹介していただきました。
シンポジウムでは、紛争や自然災害に対する国際支援ではどのよう
なイノベーションが求められるのかを考えました。国連難民高等弁
務官事務所（UNHCR）のTala Budziszewski氏と国連世界食糧計
画（WFP）の大垣友貴美氏にオンラインで参加いただき、国連児童
基金（UNICEF）のRegina De Dominicis氏に対面で参加いただ
きました。後半、パネルディスカッションでは、人道支援の現場で
直面する様々な課題をどのように解決したかなど多くの質問が寄せ
られ、関心の高さがうかがえました。
(モデレーターは小松所員)

10月24日
「人道支援におけるイノベーション

：なぜ必要か、誰のためか」

【主  催】
上智大学、
グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ)　
【協  力】
国際連合大学サステイナビリティ高等研究所
（UNU-IAS)、
地球環境パートナーシッププラザ（GEOC)、
同志社大学

2025年のカーボンニュートラル社会に向け世界規模で引き起こさ
れる気候変動の現状を理解し、ローカルなレベルの取り組みを自治
体並びに企業の代表の方々に説明いただきました。先進的な脱炭素
の取り組みと再生可能エネルギー導入促進に資するためのコレク
ティブ・アクションについて専門家と本課題に取り組む企業の皆さ
んと議論しました。

●基調講演

「地球規模の気候変動という課題にどう対処するか」　
オンラインでの参加
フランツ・バウマン博士（国連システム学術評議会（ACUNS）会長）
(モデレーターは鈴木所員)

10月18日
「自治体・企業の地域規模の
気候変動問題への取り組み
：地域開発・発展及び
社会的課題とのインターリンケージ」

戦争犯罪や人権侵害について、国際法の分野での４人の専門家と議
論しました。基調講演では、元国際刑事裁判所裁判官の尾崎久仁子
氏にご登壇いただき、武力紛争などの緊急事態における人権侵害の
特徴と国際機関の役割、国際刑事裁判所の活動について解説いただ
きました。国連人権高等弁務官事務所（法の支配部長）のDimiter 
Chalev氏はオンライン講演を行い、武力紛争が不処（Impunity）
という状況下で行われている深刻な現状を紹介しました。また、西
南学院大学法学部教授根岸陽太氏は「戦争における人権保障－危機
と平常のはざま－」を題に、人権保障義務の遵守などについて解説
いただきました。最後は、国際人道プラットフォーム代表理事の菅
野志桜里氏により、「日本とジェノサイド条約」を題として、ジェ
ノサイド条約への日本政府の対応経過の紹介がありました。
後半は、パネルディスカッションを行い、戦争によって引き起こさ
れる犯罪や人権の保護について国際社会はどのように対処していく
べきなのか、皆さんと考える時間となりました。
(モデレーターは植木所長)

10月17日
「戦争犯罪と人権の保護」

≪第22回≫
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「国際公務員とキャリア戦略」
2023年4月発行　著者：茶木 久実子（元国連人事官)、玉内 みちる（元ユニセフ人事官)
「人新世 ー人類よ、絶滅を選ぶなー」
2024年3月発行　著者：近藤 哲生：前国連開発計画（UNDP）東京事務所長・駐日代表、上智大学・東京
大学非常勤講師、京都大学特任教授、長崎大学客員教授、金沢工業大学客員教授

「心の中に平和のとりでを築く」に魅せられて
2022年4月発行　著者：山下 邦明：元国際連合教育科学文化機関（UNESCO）職員

「格差と夢」
2021年4月発行　著者：浦元 義照：元上智大学 特任教授/元UNICEF、UNIDO、ILO職員

「国際緊急人道支援のキャリアと仕事」
2020年4月発行　編集：小松 太郎：上智大学総合人間科学部教授

「歴史に生きる」
2019年1月発行　著者：植木 安弘：上智大学大学院グローバル・スタディーズ研究科教授/元国連広報官

「世界銀行ダイアリー」
2018年4月発行　著者：鈴木 博明：元世界銀行主席都市専門官

国際協力・国際機関人材育成シリーズの
NO.1から最新刊までの
詳しい内容はこちら

最新刊

「子どもと開発をめぐる旅 ーユニセフ職員30年記ー」
2025年3月発行
著者：穂積 智夫
：元国連児童基金（UNICEF）職員

2018年から毎年新刊が登場
【国際協力・国際機関人材育成シリーズ】
　　　　グローバルキャリアのすすめ
発行元：株式会社国際開発ジャーナル社
発売所：丸善出版株式会社

出版事業

ワークショップの様子(10月）

津村康博氏による基調講演

秋の国連Weeks

春の国連Weeks

講演のみオンライン配信

秋の国連Weeks
チラシ

春の国連Weeks
チラシ

キャリア・セッション「国際機関・国際協力キャリア・ワークショップ」
　国際機関や国際協力分野における様々なフィールドの第一線で活躍されている本センターのアドバイザリー・ネット
ワークの方々や外務省国際機関人事センターのご担当者をゲストに迎え、グローバルキャリアについての講演や参加者
とのクロストークセッションを開催しました。
（所属機関名および役職名は開催日現在のもの）

≪6月13日≫
基調講演：「国連世界食糧計画（WFP）の活動と私の経験―国際機関や国際協力の分野での活躍を志す皆さんへ―」

津村 康博 氏 （国連世界食糧計画（WFP）日本事務所代表）
（モデレーター）植木 安弘 教授（上智大学特任教授、国際協力人材育成センター所長）

キャリア・ワークショップ：
高梨 寿 氏 (一般社団法人 海外コンサルタンツ協会 前専務理事、元国連UNIDO工業開発官)
上野 ふよう 氏（国連人口基金（UNFPA）駐日事務所所長補佐）
ロベルト・べネス 氏（国連児童基金（UNICEF）東京事務所代表）
近藤 哲生 氏 (国連開発計画（UNDP）前駐日代表）
ハジアリッチ 秀子 氏 (国連開発計画（UNDP）駐日代表）
津村 康博 氏 (国連世界食糧計画（WFP）日本事務所代表）
山下 邦明 氏 (元国連教育科学文化機関（UNESCO）職員）
美土路 昭一 氏、岡野 恭子 氏 (外務省国際機関人事センター )
植木所長、山﨑所員（国際協力人材育成センター） 

≪10月21日≫
基調講演：伊藤 礼樹 氏（国連難民高等弁務官事務所 (UNHCR)  駐日代表）
特別講演：三上 知佐 氏（国連訓練調査研究所 (UNITAR) 広島事務所長） ※オンライン参加

ジョゼ・トゥシェット 氏（経済協力開発機構 (OECD) 統括局長）
（冒頭挨拶）曄道 佳明 学長、 （モデレーター）植木 安弘 教授 （上智大学特任教授、国際協力人材育成センター所長）

キャリア・ワークショップ：
美土路 昭一 氏、白谷雪乃氏 (外務省国際機関人事センター課長補佐)
ジョゼ・トゥシェット 氏（経済協力開発機構（OECD）統括局長）
ケイト・コンフォード 氏（経済協力開発機構（OECD）統括局参事官）
ジャンリュック・マセラン 氏（国連開発計画(UNDP)管理局人事部 Talent Acquisition and Partnership Specialist）
近藤 千華 氏（国連開発計画(UNDP)アフリカ局TICAD連携専門官）
伊藤 礼樹 氏（国連難民高等弁務官事務所 (UNHCR)  駐日代表)
浦元 義照 氏（GR Japanシニアコンサルタント元国際労働機関（ILO）事務局長補アジア太平洋地域総局長、元国連児童基金（UNICEF）専門職員）
植木所長、小松所員、山﨑所員（国際協力人材育成センター） 


